付属品の確認 
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持込修理 


Panasonic 

コードレススピーカーシステム保証書 

本書はお買い上げの日か6下記期間中故障が発生した場含には 
本書裏面記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです。 
ご記入いただきました個人情報の利用目的は本票裏面に記載し 
ておりまず。お客様の個人情報に閱ずるお間い合わせは、お買い 
上げの販売店にご連絡<ださい。詳細は裏面をご参照<ださい。 
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お買い上げ日から 

^ 体1年間 



販 

売 

店 


電話 


住所-販売店を 


電話 


パナソニック株式会社 AVC ネットワークス社 

コンシューマープ□ダクツ事業グループ 

T 571-8504 大吸府巧真ホあホ町1を巧を TEL の均 6908-1 历1 


二販売店様へ《 EP 欄はあず記乂してお渡し< ださい。 


外来ノイズの影響を受けにくいホ外線を使用したコードレ 
ススピーカー システムでず。 

テレビから離れた場所でち手元でステレオ音声を聴くこと 
びでさまず。しかち、コードレスなので赤外線の届く範囲 
内ならいろいろな使い方びでさまず。 

• コードレススピーカー受光部の赤外線ノイズ対策を強化 
しプラズマテレビに対応 

• 総合出力2 W ( 1 W +1 W ) の高音質設計 

• 中高域を強調ずる明瞭音スイッチを搭載 

. コー ドレス スピーカー 部は AC アダプターと 乾電池側売) 
の2電源方式 

•へッドホン出力端モを装備 

•設置や移動に便利な八ンドル付さワンボックスタイプ 
ステレオ スピーカー 


Panasonic 

取扱説明書 

コードレススピーカーシステム 
品ま RP-WS750 



このたびは、バナソニック製品をお買い上げいただを、まことに 
あ0びとラございます。 

• 取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

•ご使用前に「を全上のごま意」（1^6〜7ぺージ）を必ずお 
読みください。 

•保証書は、「お買い上げ曰•販売店名」などの記入を確かめ、取 
扱説明書ととちに大切にな管してください。 


な証書付さ 


パナソニック株式会社 AVC ネットワークス社 
コンシユーマープ□ダクツ事業グループ 

T 571-8504 大阪肺慎巿お生町 1 を 1 已号 

© Panasonic Corporation 2011 VLl 1 oM/L) 
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まず最初に付属品を確かめてください。 


□ AC アダプター 

(コードレススピーカー用/ホ外線トラン 

スミッター用） . 2個 

( RFX 9169) 


□接続コード 



(ステレオミニプラグなピンプラグ X 2) 

約2 m 
( RFX 8344) 

包装材料などは商品を取り出したあと、適切に処理をしてください。 

付属品の買い替えは、お買い上げの販売店へご相談<ださい。 

() 内は買い替え時の品番です。品番は2011年7月現在の 
ちのです。 


付属品は販売店でお買いホめいただけます。 

バナソニックの家電製品直販ヴイト「パナセンス」でお買い 
ホめいただけるものもあります。詳しくは「パナセンス」の 
サイトをご覧ください。 


CLUB Panasonic 

Pana^ense 



http://club.panasonic.jp/mall/sense/ 

携帯電話からちお買い巧めいただけます。 
http://p-mp.jp/cpm/ 






主な特長 


-切 D 取〇線 















































• コー ドレス スピーカーは 赤が線トランス =ッ ターび 直接見通 
せる位置に置いてご使用<ださい。壁や扉などは赤が線を通 
しません。また、ガラスのよラに透明なちのでち赤が線は通 
りにくくなります。 

•コードレススピーカーの受光部（上面の左ちの端）とホが線卜 
ランス5ッターの発光部を手や置物などで覆わないでください。 


■設置上のお願い 

テレビ（ブラウン管方式）に色ムラび生じた場合、テレビ 

との距離を離す。 

•本機は、設置の仕ちによっては、色ムラび生じる場合びあ 
ります。その場合は、一度テレビの電源を切り、 1己分〜 
30分後に再び電源を入れてください。テレビの自己消磁 
機能（詳しくはお使いのテレビの説日月書をご覧ください) 
により、画面への影響び改善されます。その後ち色ムラび 
残るよラな場合には、コードレススピーカーを更に離して 
ご使用 < ださい。 

• 近< に磁石等磁気を発生ずるちのび置かれている場合に 
は、本機との相互作用により、テレビに色ムラを発生ず 
る場合びありまず。 

•テレビの種類や画面の大きさによっては、画面へ影響ず 
る場合びありまず。テレビから離してご使用ください。 

磁気の影響を受けやずいものを近づけないでください。 

スピーカーの磁気の影響で、キャッシュカードや定期券、 

時計などび正し < 働かな< なることびあ0まず。 



•上図の範囲内であってち赤外線トランスミッターから離 
れるにしたびって、雑音び増えまず。また、ホ外線びさ 
えざられた場合は音びとざれたり、雑音び入ることびあ 
りまず。これらの現象はホ外線の特性によるをので、故 
障ではありません。なるべく聴こえやずい位置でお使い 
になることをおずずめしまず。 

• 直射日光などの強い光線の下で使わないでください。音 
びとざれる場合びありまず。 

• コードレススピーカーを AC アダプターで使用する場合 
は、他の機器の電源ノイズの影響で、上図の範囲内であっ 
てち音びとぎれたり、雑音び入ったりする場合びあります。 
• プラズマテレビに近接した場所では、音びとざれたり雑音 

び入ることびありまず。コードレススピーカーを2 m じ I 

上離してご使用 < ださい。 


設置するには 


本機はホ外線を利用しています。コードレススヒホ、必ず赤外線トランスミッターび直接見通せる下図の範囲でお使いください。 
コードレススピーカー上面の左ちの端び受光部になっていまずので、コードレススピーカーの向さや設置場所は自由に変えら 
れまず。 


I 設置例 


赤外線トランスミツター 

テ レビや AV 機器と接続し、 
コードレススピーカーから 
見通せる位置に設置します。 
•接続のしかたで、テレビ 
のスピーカーから音を出 
した0、消した0ずるこ 
とびでさまず。 

(辟4ページ） 



I ホタ'！•線トランスミッター(発光部）か5コードレス 
スピーカー(受光部）に赤外線び届く範囲 



〈無料修理規定〉 

1. 取报説明書、本体貼イ寸ラベル等のを意書にがった使用が態で保証期間 
内に故障した場合には，無料修理をさせていただきます。 

(イ）無料修理をご依頼になる場合には、商品に取扱説明書から切り離した 
本書を添えていただきお買い上げの販売店にお申しつけ<ださい。 

(□) お買い上げの販売店に無料修理をご依頼じならない場合には、 
お近< の修理ご相談窓□にご連絡ください。 

2. ご乾居の場合の修理ご依頼先等は、お買い上げの販売店またはお近< 
の修理ご相談窓□にご相談<ださい。 

3. ご贈答品等で本保証書に記入の販売店で無料修理をお受けになれない 
場をじは、おおくの修理ご相談窓□へご連絡< ださい。 

4. 保記期間のでも次の場合には原則として有料にさせていただきまず。 

(ィ）使用上の誤 y 及び不当な修理や改造じよる故障及び損傷 

(□) お買い上げ後の取が場所の巧設、輸送、落下など【こよる古姊章及び損傷 

(八）义が、地震、水害、落雷、その化天災地変及び公害、塩害、ガス害 
(硫化ガスなど)、異常電圧、指定外の使用電源（電圧、周液数）な 
どによる故障及び損傷 

( 二） 車両、船舶等に搭載された場合に生ずるが障及び損傷 

(ホ〉一般家庭用 lU 外(例えば業務用など)に使用された場合の故障及び 
損傷 

( へ） 本書のご添付がない場合 

(卜）本書にお買い上げ年月日、お客様を、販売店をの記入のない場合. 
あるいは字句を書き替えられた場合 

(チ）持込修理の対を商品を直接修理窓□へ送付した場合の送料等は 
お客様の負担となります。また、化お修理等を行った場合には、 
出張料はお客様の負狙となりまず。 

己.本書は日本国巧においてのみ有効です。 

6. 本書は再発巧いたしませんので大切に保管してください。 

7. お近くのご相談窓□は敢扱説 B 月書の保証とアフクーサービス欄をご参照 
<ださし、。 

C ご相談窓□一質表を同徊の爆含） 

おお<のご相談窓口は同補別紙の一覧表をご参照ください。 

修理メモ 


※お客様じご記入いただいた個人情報 C 保証書控）は、保話期闇巧の無料 
修理対応及びその後の安全点檢活動のために利用させていたた‘< 場合が 
ございますのでご了承<ださい。 

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理を 
お約束するものです。がってこの保証書によって、保証書を発行して 
いる者(:保証責任者）、及びそれ!: U 外の事業者に対するお客様の法律上の 
権利を制限するものではありませんので、傑記期間経過後の修理について 
ご不明の場合は、お買い上げの販売店またはお近くの修理ご相談窓□じ 
お問い合わせください。 

※保誌期間経過後の修理や補修用性能部品の保有期間にごいては取扱 
說日月書の「保証とアフクーサービス」をご覧< ださい。 

《This warranty is valid only in Japan. 


お願し、 


切 o 取 o 線 


















































コードレススピーカーの電源を準備ずる 


専用の A C アダプター（付属）または単3形乾電池4個 
(別売）で使えまず。 



□ AC アダプター 

準備こ 
必要な 
付属品 

% 


G 専用の AC アダプター (付属）で使う 


) 


1 AC アダプターを接続する 

■長期間使用しないときは 

節電のため AC アダプターをコンセントから抜いて 
おくことをおずずめしまず。接続したままの状態で 
は、スピーカーの電源び切れていてち約 7.0 VA の 
電力を消費していまず。 



乾電池（別売）で使ラ 


1 乾電池を コー ドレス スピーカーに 入れる 

• 電池ばねと乾電池の向をを確認して、0側に巧しな 
びら©©を正しく入れる。 

•おず AC アダプターを本機の [DC IN 已 V ]端子から 
抜いてください。そのままでは乾電池電源に切り換わ 
りません。 

使用可能時間（アルカリ乾電池の場合）：約20時間*^1 
使用可能時間（マンガン乾電池の場合）：約10時間"1 

《 ] 周囲の温度や使用状態により、短くなる場合び 
ありまず。 


コードレススピーカー後面 



■乾電池が消耗すると 

電源ランプび点滅したり、音び途切れたりします。 
4個とち同じ種類の新しい電池に交換してください。 


③ 





















































































ホか線トランスミッターに AV 機器、 AC アダプター(付属）を接続する 


□ AC アダプター n 接続コード 



AV 機器の接続には□と [D 2種類の方法びありまず。 
接続する前に AV 機器の電源を切ってください。 

別売の接続コードを追加して、下記 BED の接続を同時に行 
わないで<ださい。故障の原因にな0まず。 


1 AV 機器を接続する 


テレビなどからは音び出なくなりまず。（機器の取扱説明書をご確認ください。） 



別売のプラグアダプター描番： RP - PA 71 A ) をお使いください。 

I イヤホン端子（モノラル）に接続するには 

市販のプラグアダプター(ステレオ=ニプラグなモノラル5ニプラグ）をお使いください。 
スピーカーの左ちから同じ音び出ます。 


テレビなどからの音を聴くことびでさまず。 



2付属の AC アダプターを接続する 


赤外線トランスミッターの電源ランプ（赤色）び点灯しまず。 AV 機器からの音声信号びないと、約已分後に自動的に 
電源び切れ、消なしまず。 


赤が線トランス 
ミッター後面 



© ©_@J - - 



ホが線トランス 
5ッター前面 

電源ランプ- 


曾。 


家庭用コンセント 
AC 100 V , 




み 


AC アダプター 
咐鼠 


’長期間使巧しないときは 

節電のため AC アダプターをコンセントから抜いておくことをおすすめします。接続したま 
まの状態では、機器側の電源び切れていてち約 7.4 VA の電力を消費しています。 


④ 


テレビなどの AV 機器 


テレビなどの AV 機器 


田 AV 機器のヘッドホン端子につなぐ場合 


回へッドホン端子 L ソがの出力端子につなぐ場合 


DC IN 臣 V 
端子に接続 


AUDIO IN B DC IN 6V 
-L I 


双 




にな品 
続要属 
接必付 



























































































































音のエチケット 
シンボルマーク 


操作の前にコードレススピーカーの電源準備 （05^ 3ページ)、赤外線トランス S ッターの接続4ページ）を確認してください。 

1ホが線トランスミッターに接続した AV 機器の電源を入れ、再生ずる 

赤外線トランスミッターを AV 機器のへッドホン端テに接続した場合は、接続している機器の音量を、音びひずまない 
範囲で、でさるだけ大さくして<ださい。 


2 コー ドレス スピーカーの [電源] 
スイッチを巧す 

•電源ランプ（赤色）び点灯しまず。 

• コードレススピーカーから AV 機器の 
音び出まず。 

3 [音量]つまみで音量を調節する 



■音質を変えるには（明瞭音） 

[明瞭音]スイッチを押す 

•中高音び強調され、明瞭度び上び0まず。 

• 再度押すと元の音質に戻0まず。 

■お手持ちのへッドホンで聴くには 

0 (ヘッドホン）端テに接続しまず。 

スピーカーの音は出な<なりまず。 

• プラグタイプ：ステレオ三二 
•推奨品巧り売）： RP - HT 260 (密閉型） 

: RP - HT 40 (才ープンエアー型） 

■使用後は 

コー ドレス スピーカーの 曜源]スイッチを押ず 

電源ランプ（赤色）び消灯し、電源び切れまず。 



■本機の動作について 

• 赤外線トランスミッターは、音声信号び入ると自動的 
に電源び入0、電源ランプ（ホ色）び点灯しまず。（オー 
トパワーオン機能）約已分間音声信号びないと自動的 
に切れ、電源ランプ（赤色）び消灯しまず。（オート 
パワーオフ機能） 

音量びルさい場合ち自動的に切れまずので、音びひず 
まない範囲で大さ< して<ださい。 

• 他の赤外線を使用したコードレス機器の赤外線トラン 
ス S ッターを同時に動作させないで<ださい。 

赤外線コードレスへッドホンなどの赤外線トランス 
S ッターと同時に動作させると干渉を起こし、音びと 
ざれた0、雑音び入った0しまず。 


■赤が線トランスミッター(発光部） RP - WS 7 已 OT 
赤夕'！•線波長 870 nm 

変調方式 周波数変調 

搬送波周波数 左チャンネル 2.3 MHz 
ちチャンネル 2.8 MHz 
到達距離 約 8 m (正面方向） 

電源 DC 6 V 1 A (付属 AC アダプター) 

最大夕协ミブ法 （W X H X D ) 12已 mm X 3已 mm X 目0 mm 
質量 約]。〇。 

音声入力端子 1系統2入力（ピンジヤツク X 2/ステレ 
才 S ニジャック） 


■コードレススピーカー(受光部） RP - WS 7 已 0 S 
出力端子 ヘッドホンステレオミニジャック 

使巧スピーカー 直径77 mm インピーダンス8 0 x 2個 
実用最大出力 ] W + ] W (J 曰 TA つ 
電源 DC 6 V 1 A (付属 AC アダプター) 

DC 6 V 烟 j 売単3形乾電池 X 4個） 

最大夕'!•开ミマ法 （W X H X D ) 174 mm X 170 mm x 80 mm 

174 mm X 130 mm X 100 mm り、ンドル倒した!犬態) 
質量 約74已邑 

※一般社団法人電モ情報技術産業協会 
• この仕様は、性能向上のため変更ずることびありまず。 


屋源切時の消費電力 （AC アダプター使用時）約 7.0 VA] 


を力待機時の消費電力 (AC アダプター使用時）約 7.4 VA] 


AV 機器の電源を切った5コードレススピーカーの 
[電源]スイッチも切ってください。 

• 赤外線トランス S ッターはオートパワーオフび働をま 
すび、コードレススピーカーは音び出なくてち通電し 
ています。長期間通電した状態で放置すると乾電池か 
ら液ちれすることびあります。 


仕様 


使う 


気に使 
は間ご 
て夜を 
コなンも 
よかホで 
に静ド去 
所にッ巧 
場特への 
と。、つ 
卜時ず〇 I 
ッをでた4^ 
ケ楽のめの 
チ音ち開る 
H いるをな 
のしな窓に 
音楽には用 
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VQT3M70 






































まを上のご注意 ( かずおす日ください^ 


人へのを害、財産の損害を防止ずるため、必ずお守りいただくことを説明していまず。 


■誤った使い方をしたときに生じるを害や損害の程度を区 ■お守りいただく内容を次の図記号で説明していまず。 

分して、説明していまず。 （次は図記号の例でず） 


A 警告 

「死 t や重傷を負ラおそれびある内 
容」でず。 


0 

してはいけない内容でず。 


「軽傷を負ラことや、財産の損害び 
発生ずるおそれびある内容」でず。 


〇 


A 江后、 


実行しなければならない内容でず。 


- IA 警告 1 - 

■異甫-故障時には直ちに使用を中止ずる 

C 異常があったとさには、 AC アダプターを 巧 < 

.煙び出た0、異常なにおいや音びずる 
.音声び出ないことびある 
置ミグ.内部に水や異物び入った 
を祇、 .AC アダプターび 異常に熱い 

. 本体に変形や破損した部分びある 
そのまま使ラと火災-感電の原因にな0まず。 
.電源を切り、コンセントか 5 AC アダプターを巧い 
て、 P ぶ売店にご柏談ください。 


■ AC アダプターのコード- プラグを破損す 
るよラなことはしない 

傷つける、加工する、熱器具に近づける、無理に曲げ） 
る、ねじる、引っ張る、重い物を載せる、まねるなど， 


0 


傷んだまま使用ずると、火災•感電•ショー 
卜の原因になりまず。 


. コードやプラグの修理は、，版売店にご柏談くださし、。 


■コンセントや配線器具の定格を超える使い 
かたや、交流10 OV むがでの使用はしない 


0 


たこ足配線等で、定格を超えると、発熱 
による火災の原因になりまず。 


■めれた手で、 AC アダプターの 巧き差しはしない 

感電の原因になりまず。 

めれ手禁止 


■雷が鳴った 5、 本機や AC アダプターに 触れない 

感電の原因にな0まず。 

接触禁止 


■ AC アダプターの プラグのほこ り 等は定期 
的にとる 

© プラグにほこり等びたまると、湿気等で 
絶縁不良とな0、火災の原因にな0まず。 

. AC アダプターのプラグを巧き、乾いた巧でふいてください。 


V 
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- IA 警告 1 - 

■ AC アダプターの 電源プラグは根元まで確 
実に差し込む 

差し込みび不完全でずと、感電や発熱 
による火災の原因になりまず。 


. 傷んだプラグ-ゆるんだコンセントは、使わないで 
<ださい。 

■へッドホン使用時は、音量を上げすざない 

Q ちを刺激ずるよラな大さな音量で長時間 
続けて聴くと、聴力び大さく損なわれる 
原因になりまず。 

■分解、改造をしない 

内部には電圧の高い部分びあり、感電の 
原因になりまず。 

分解禁止 

■電池は誤った使いかたをしない 

Q . 指定むがの電池を使ねない 
.乾電池は充電しない 
• 加熱-分解したり、水などの液体や义 
の中へ入れた0しない 
. 任)と 0 を針金などで接続しない 
•金属製のネックレスやヘアピンな 
どといっしよに保管しない 
. ©と©を逆に入れない 
.新-旧電池や違う種類の電池を 
いっしよに使わない 
. 被覆のはがれた電池は使わない 

取り扱いを誤ると、液をれ•発熱•発火-破裂などを 
起こし、火災や周囲巧損の原因になりまず。 

. 電池にはままのため被覆をかぶせていまず。これを 
はびずとショートの原因になりまずので、絶対には 
がさないで < ださい。 

■電池の液びもれたとさは、素手でさわ日ない 

Q . 液が目に入ったときは、失明のおそれがあ 
ります。目をこず5ずに、すぐにされいな 
水で洗ったあと、医師にご柏談ください。 
.液び身体やを服に付いたときは、皮膚 
の炎症やけがの原因になるので、され 
いな水で十分に洗い流したあと、医師 
にご相談ください。 

V_ J 

























故障かな! 


- IA 警告 1 - 

■使い切った電池は、ずぐに本機から取り出ず 

© そのまま機器の中に放置ずると、電池の 
液をれや、発熱•破裂の原因になりまず。 


A ま意 


■長期間使わないときや、お手入れのときは、 
AC アダプターを巧く 

通電状態で放置、保管ずると、絶縁劣化、 
ろラ電などにより、火災の原因になるこ 
とびあ0まず。 


运 

電源プラグ 
を巧く 


■不ま定な場所に置かない 
高い場所、水平むがの場所、振動や衝撃の 
起こる場所に置かない 

倒れた0落下ずると、けびの原因になる 
ことびありまず。 


0 


I 本機の上に重い物を載せたり、柔つたりしない 

倒れた0落下ずると、けびの原因になる 
ことびありまず。 

また、重量で外装ケースび変形し、内部 
部品び破損ずると、火災-故障の原因に 
なることびありまず。 


0 


■異常に温度が高くなるところに置かない 

Q 温度び高<な0ずざると、火災の原因に 
なることびありまず。 

. 直射日光の当たるところ、スIブ①近くでは特に 
ごま意ください。 

. また、外装ケースや内部部品び劣化ずる原因にちな 
りまずのでごま意ください。 

■へッドホン接続前に、音量を下げる 

© 音量を上げ過ざた状態で接続ずると、突 
然大さな音び出てちを傷める原因になる 
ことびありまず。 

. 音量は少しずつ上げてご使用ください。 

■長期間使わないときは、本機か5電池を取 
り出ず 

あちれ■発熱■発火-破裂などを起こし、 
火災や周囲巧損の原因になることびあり 
まず。 


〇 


修理を依頼される前に、この表で症状を確かめてください。 
なお、これらの処置をしてち直らない場合や、この表じ(外 
の症状は、お買い上げの販売店にご相談ください。 

販売店へお持ちになるときは、必ずコードレススピーカー 
と赤外線トランスミッターを一緒にお持ちください。 


音び出ない 

AV 機器の電源び入つ 
ていまずか。 

電源を入れて < ださい。 

已ページ） 

赤外線トランスミツ 
ターと AV 機器が正し 
<接続されていまず 
か。 

AV 機器の接続を確認し、正し 
く接続してください。プラグを 
しっかり差し込んでください。 
(極= 4ページ） 

音量びルさくなつてい 
ませんか。 

コードレススピーカーの音量を 
上げてください。 （0^ 己ページ） 

音び出ない、音がすぐに出なくなる 

接続した機器の音量が 
ルさくなつていません 
か。 

赤外線トランスミツターを AV 機 
器のへツドホン端テに接続した場 
合は、接続した機器の音量を上げ 
てください。（〇；5=已ぺージ） 

雑音がをい 

音声信号の入カレベル 
びルさずざませんか。 

赤外線トランスミッターを AV 機 
器のへッドホン端テに接続した場 
合は、接続した機器の音量を上げ 
てください。已ページ） 

• ホタ ■! ■線び届いていま 
ずか。 

•赤外線トランスミッ 
夕一とコードレスス 
ピーカーの間に障害 
物がありませんか。 

赤外線トランスミッターの赤外 
線び届く範囲内でコードレスス 
ピーカーを使用してください。 
(屈= 2ページ） 

コードレススピーカーの赤外線 
受光部を手や置物などで覆わな 
いよラにして < ださい。 

(恆= 2ページ） 

赤外線トランス S ッターの位置 
や向さを変えて < ださい。 

(陣2ページ） 

音びひずむ 

音声信号の入カレベル 
び大きずざませんか。 

赤外線トランスミッターを AV 機 
器のへッドホン端テに接続した場 
合は、接続した機器の音量を下げ 
てください。已ページ） 

音びルさい、音びひずむ、雑音びをい 

コードレススピーカー 
の乾電池び消耗してい 
ませんか。 

コードレススピーカーの音量を 
上げてち音びルさいとをは乾電 
池び消耗しています。 

4個とち新しい電池と交換して 
ください。 （05^3 ページ） 


お手入れ 


柔らかい巧でふいてください。 

ひどい巧れは、薄めた台所用洗剤（中性）を含ませた巧でふ 
さ、をはからぶさして<ださい。 

• アルコールやシンナーは使わないでください。 

• 化学ぞラさんをご使用の際は、その説明書に従ってくだ 
さい。 


⑦ 








































保証と アフターサービス しよ<お読み<ださい^ 


使いかた-お手入れ-修理などは 

■まず、お買いおめ先へ ご相談くださし、。 

▼お買い上げの際に記入されると便利です 


’ 販売店を 





電話 （ 
お買い上げ日 

) 

年 

月 

曰 

A 


修理を依頼されるときは 


※補修用性能部品の保有期間[巨年] 

当社は、このコードレススピーカーシステムの補修用性能部品 
(製品の機能を維持するための部品）を、製造巧ち切り後己年 
イ呆有しています。 

■転居や贈答品などでお困りの場合は、 

次の窓□にご相談ください。 

ご使用の回線 （ IP 電話やひかり電話など）によっては、回線 
の混雑時に数分で切れる場合びあります。 


r 故障かな！？」 （7 ページ）でご確認のあと、直らないとをは、まず 
電源プラグを抜いて、お買い上げ曰と下の内容をご連絡<ださい。 


参な証期間中は、巧証書の規定に従つてお買い上げの販売店げ修理さ 
せていただきまずので、おそれ入りまずが、製品に保証書を添えて 
ご持参ください。 

保証期間：お買い上げ曰から本体1年間 

♦巧証期間終了をは、診断をして修理でをる場合はご要望により修理 
させていたださまず。 

※修理料金はなの内容で構成されています。 

I 巧術料 I 診断-修理-調整-点検などの費用 
I 部品代 I 部品および補助材料代 
L 出張料 J 技術ちをお遣ずる費用 


• 有料で宅配便による引取-配送サービスちをっております。 


【ご相談窓□におけるお客様の個人情巧のお取0巧いについて】 

ノてナソニック株式会社およびグループ関係会社は、お客様の個人 
情報をご相談対応や修理対応などに利用させていただ志ご相談 
内容は録音させていただをます。また、巧 D 返し電話をさせてい 
ただくとをのために発信番号を通知いただいてお D ます。なお、 
個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理 
由びある場合を除さ、第兰者に開示•提供いたしません。個人情 
報に関するお問い合わせは、ご相談いただをました窓□にご連絡 
ください。 


♦製品名 

コー ドレス スピーカーシステム 

•品ま 

RP - WS 7 己 0 

•故障の状況 

でさるだけ具体的に 


♦使いかた-お手入れなどのご相談は- 


パナソニック総合お客様ヴポートサイト 


http://panasonic.co.jp/cs/ 


パナソニックお客様ごホ目談センター 3 6 已曰 


受付目時〜20時 


電話ミ品 レ 函„01 20-878-365 


※携帯電話- PHS か6ちご利用になれます。 


音声ガイダンスを短くずるには、案内び聞こえた6電話機ボタンの 

「目7」と「130巧」 を巧してください。 

(番号を巧しても案內び続く場合は、 「W」 ポタンを巧してから操作してください。 


■上記番号びご利用いただけない場合 ^FAX フリーダイヤル 

06-6907-1187 函01 20-878-236 

Help desk for foreign residents in Japan Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 
0 pen :9:00 -17:30 (closed on Saturdays / Sundays/national holidays ) 

※上記の内容は、予告なく変更する場合びあ D ます。ご了承ください。 


参修理に関ずるご相談は- 


パナソニック f 彦理サービスサイト 


http://club.panasonic.jp/repair/ 

インターネットでのご依頼を可能です。 


パナソニック修理ご相談窓 □ 


電話 


フリー 
ダィャル 


函0120 -878-554 

拉皿皿 3® ※携帯電話. PHS か5もご利用になれます。 


•上記電話番号びご利用いただけない場合は、 
各地域の「修理ご相談窓口」におかけください。 


■各地域の修理ご相談窓 □ ※電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 


•地区-時間帯によって、集中修理ご相談窓□に乾送させていただく場合げございます。 


ホし幌 

巧 (011)894-1 251 

札幌市厚別区厚別南 2T 目] 7-7 


滋質 

巧の 77)582-5021 

守山市水保の]1日6番地の] 

北海道 

地区 

姐川 

巧の 166)22-3011 

祀 J II市2条通1白 T 目116目 


京都 

巧の 75)646-21 23 

京都市南区上鳥羽中河原3番地 

帯広 

巧 (0155)33-8477 

帯広市西2日条化 2T 目 23-3 

近畿地区 

大阪 

巧 (06)7730-8888 

大阪市城東区関目 2T 目1日-己 

函館 

巧 (0138)48-6631 

函館市西ち梗589番地 24] 

奈良 

巧 (0743)59-2770 

大和郡山市筒井の800番地 


(函館流通卸センター内） 


和歌山 

巧 (073)475-2984 

和歌山市中島 499-1 


青森 

巧 (017)775-032 目 

青森市大字お田字豊田364 


兵庫 

巧の 78)796-31 40 

巧戸市須磨区弥栄台 3T 目1 3-4 


秋田 

巧 (01 8旧 68-7008 

が田市外化川字小谷地3-] 


鳥取 

巧 (0857)26-9695 

鳥取市ち長 295-1 

ま化地区 

岩手 

巧の 19)645-61 30 

盛岡市厨リ忆 T 目 1-43 


米子 

S (0859)34-21 29 

米子市米原 4T 目 2-33 

宮城 

巧 (022)387-1 117 

仙台市宮城野区扇町 7-4- 18 


松江 

巧 (0852)23-1 128 

松江市平成の182番地14 


山お 

巧 (023)641-81 00 

山お市平清水 1T 目 1-7 己 

中国地区 

出雲 

巧の 853)21-31 33 

出雲市渡橋の416 


お島 

巧の 24)991-9308 

郡山市亀田 1T 目己 1-1 己 

お田 

巧 (0855)22-6629 

お田市下府町327-日3 


栃木 

巧 (028)689-2555 

宇都宮市上戸祭 3T 目 3- 19 


岡山 

巧 (086 に 42-6236 

岡山市化区野田 3T 目20番8号 


群馬 

巧 (027)254-2075 

前橋市箱田の 325-1 


広島 

巧 (082)295-501 1 

広島市西区南観音 1T 目13-己 


茨城 

巧 (029)864-8756 

つくば市筑穂 3T 目1己-3 


山 □ 

巧 (083)973-2720 

山□市ル郡下郷 220-1 

首都圏 

地区 

埼玉 

巧 (048)728-8960 

楠 J II市ホ掘 2T 目4-吕 


香川 

巧 (087)874-31 10 

高松市国分寺の国分3巳日番地3 

千葉 

巧 (043)208-6034 

千案市中央区末広己 T 目目-己 

四国地区 

徳島 

巧 (088)624-0253 

徳島市沖お 2T 目36 

東京 

巧 (03)5477-9700 

東京都世田谷区宜坂 2T 目 26- 17 

高知 

巧 (088)834-31 42 

高知市仲田町 2- 16 


山梨 

巧 (055)222-5822 

甲府市宝 1T 目 4- 13 


愛媛 

巧 (089)905-7544 

愛媛県伊予郡想部のノ 倉7日-1 


巧奈川 

巧の4日) 847-9720 

横お市港南区日野己 T 目 3-1 目 


福岡 

巧 (092)593-8002 

春曰市春日公園 3T 目48 


新潟 

0(025)286-0180 

新漏市東区東明 1T 目 8- 14 


佐賃 

巧の 952)26-91 51 

枉賀市!^島町大字八戸字上深巧 3044 


石川 

巧 (076)280-6608 

金ミ尺市玉鲜 2T 目266番地 


長崎 

巧 (095)830-1 658 

長崎市東町19 19-1 


富 山 

巧 (076)424-2549 

富山市根塚の 1T 目 1-4 

九州地区 

大分 

巧の 97)556-381 5 

大分市颗原 4T 目 8-3 已 


福井 

0(0776)21-0622 

福井市問屋町 2T 目14 

宮崎 

S (0985)63-1 213 

冨崎市本郷北方字草葉20日 9-2 

中部地区 

長野 

巧 (0263)86-9209 

松本市寿化 7T 目 3-1 1 


熊本 

巧 (096 な 67-6067 

熊本市健軍本の 12-3 

静岡 

巧の54に 87-9000 

静岡市駿河区高松 2T 目 24-24 


鹿巧島 

巧 (099)250-5657 

鹿児島市与;夕郎 1T 目 5-33 


愛知 

S (052)819-0225 

名古屋市瑞穂区塩入日 J 8- 10 


大島 

巧の 997)53-51 01 

奄美市名瀬朝仁町1 1-2 


岐阜 

巧 (058)278-6720 

岐阜市中謂 4T 目42 

沖縄地区 

沖縄 

巧 (098 旧 77-1 207 

浦添市城間 4T 目 23-1 1 


兰重 

巧 (059)254-5520 

津市义居野が町字山神 42] 



所在地、電話ま号は変更になることびありまずので、あらかじめご了承ください。 


最新の r 各地域の修理ご相談窓□」はホームぺージをご活用ください。 http://panasonic.co.jp/cs/service/area.html 0511 
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